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海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、
農
業
産

出
額
の
向
上
と
担
い
手
の
育
成
を
目

標
に
掲
げ
、
普
及
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
匝
瑳

市
の
水
田
営
農
で
は
「
次
世
代
に
つ

な
ぐ
営
農
体
系
確
立
支
援
事
業
」
を

活
用
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
の

航
空
防
除
技
術
の
確
立
を
目
的
に
地

域
導
入
を
目
指
し
た
取
組
を
実
践
し

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

施
設
野
菜
生
産
で
は
、「
施
設
内

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
生
育
量
の
可

視
化
に
よ
る
最
適
生
育
条
件
の
把

握
」
を
支
援
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の

加
工
等
に
よ
り
栽
培
管
理
に
反
映
さ

せ
、
収
量
・
品
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

露
地
野
菜
生
産
で
は
、
ネ
ギ
の
栽

培
ほ
場
で
施
肥
の
均
一
散
布
の
実
演

会
を
行
い
、
作
業
の
効
率
化
に
向
け

た
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
写

真
３
）。

　

畜
産
部
門
で
は
、
家
畜
の
行
動
を

デ
ー
タ
化
す
る
機
械
が
開
発
さ
れ
、

現
場
で
は
活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

（
写
真
４
）。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
各
生
産
部
門

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
機
の
効
果
的

な
使
用
方
法
の
検
証
と
導
入
効
果
の

分
析
を
行
い
、
広
く
普
及
活
動
に
位

置
付
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

だ
い
こ
ん
・
キ
ャ
ベ
ツ
に
緑
肥
・
と

う
も
ろ
こ
し
を
組
み
合
わ
せ
た
輪
作
体

系
と
土
づ
く
り
を
意
識
し
た
圃
場
管
理

に
よ
り
長
年
、
安
定
し
た
露
地
野
菜
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
５
名
を
含
む
約
30
名
規
模
の
法

人
を
運
営
し
、
施
設
で
サ
ン
チ
ュ
を
周

年
生
産
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
チ
ュ
を
材

料
に
し
た
健
康
食
品
の
研
究
・
開
発
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
チ
ュ
研
究
会
の
会
長
と
し
て
海

匝
地
域
全
体
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て

お
り
、
近
隣
の
畜
産
農
家
経
営
の
焼
肉

店
に
出
荷
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
付
い

た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
木
を
生
産
販
売
と
造
園
管
理
を
営

み
植
木
苗
を
自
社
育
成
し
て
い
ま
す
。

匝
瑳
市
農
業
委
員
を
２
期
務
め
、
新
規

就
農
者
を
支
援
す
る
な
ど
市
の
農
業
振

興
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

促
成
い
ち
ご
を
中
心
と
し
た
経
営
で
、

地
域
に
先
駆
け
て
炭
酸
ガ
ス
施
用
や
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
を
取
り
入
れ
て

い
る
ほ
か
、
所
属
部
会
全
体
の
所
得
向

上
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
と
し
た
露
地
野
菜

経
営
で
あ
り
、
出
荷
量
・
単
収
と
も
に

地
域
水
準
以
上
で
す
。Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど

り
青
年
部
で
は
委
員
長
を
務
め
、
地
域

の
食
育
活
動
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

大
玉
ト
マ
ト
で
は
周
年
栽
培
を
実
現

し
て
お
り
、
生
産
量
は
所
属
す
る
ト
マ

ト
生
産
組
合
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
今

後
は
、
自
動
潅
水
や
環
境
制
御
技
術
等

の
導
入
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

ヤ
マ
ト
イ
モ
を
主
品
目
と
し
、
販
路

の
多
角
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
作
業

環
境
整
備
や
販
路
拡
大
の
た
め
、
平
成

26
年
よ
り
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
継
続
し
て

取
得
し
て
い
ま
す
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
施
設
栽
培
を
主
力
に
、

家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
活
用
し
た
土
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
で
は
会
長
を
務
め
、
環
境
保
全
等

の
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
き
ゅ
う
り
を
中
心
に
、
環
境

制
御
技
術
の
導
入
に
よ
る
収
量
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
環
境
制
御
技
術

勉
強
会
に
参
加
し
、
積
極
的
に
情
報

の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

だ
い
こ
ん
を
中
心
と
し
た
露
地
野
菜

経
営
で
、
減
農
薬
栽
培
に
よ
る
有
利
販

売
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
水
稲
で
は
地

域
の
水
田
を
多
く
借
り
受
け
、
農
地
保

全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

匝
瑳
市
の
名
産
品
で
あ
る
赤
ピ
ー

マ
ン
栽
培
に
取
り
組
み
、
完
熟
堆
肥

の
自
家
製
造
な
ど
土
づ
く
り
に
力
を

入
れ
、
減
農
薬
の
た
め
土
壌
還
元
消

毒
を
実
践
し
、
天
敵
導
入
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

〜
最
新
技
術
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
〜

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
海
匝
農
業
の
維
持
発
展

渡

邊

洋

男 

さ
ん

　

（
銚
子
市
）

大

越

俊

克 

さ
ん

　

（
旭
市
）

長
谷
川
昌
紀 

さ
ん

　

（
旭
市
）

加
瀬
美
佐
江 

さ
ん

　

（
旭
市
）

加

瀬　

渉 

さ
ん

　

（
旭
市
）

名

雪

喜

則 

さ
ん

（
銚
子
市
）

柴

田

雅

章 

さ
ん

　

（
旭
市
）

嶋

田　

元 

さ
ん

　

（
旭
市
）

平

野

大

貴 

さ
ん

　

（
旭
市
）

小

川

純

也 

さ
ん

　

（
匝
瑳
市
）

川

口

京

子 

さ
ん

　

（
匝
瑳
市
）

美
世
川
　

剛 

さ
ん

　

（
匝
瑳
市
）

千
葉
県
指
導
農
業
士
の
方

千
葉
県
農
業
士
の
方

指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

設置された環境モニタリング装置（写真２） 水稲のドローン航空防除（写真１）

家畜の発情監視装置の活用（写真４） ＧＰＳ搭載施肥機の実演（写真３）

令
和
３
年
１
月
15
日
に
認
証
さ
れ
た
海
匝
地
域
の
指
導
農
業
士
５
名
、
農
業
士
７
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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大
日
本
農
会
緑
白
綬
有
功
章
は
「
農

事
改
良
の
奨
励
ま
た
は
実
行
上
功
績
顕

著
な
者
」
に
、
ま
た
、
文
化
の
日
千
葉

県
功
労
者
表
彰
　

農
林
水
産
功
労
は

「
農
林
水
産
業
所
得
の
向
上
又
は
地
域

農
林
水
産
業
の
振
興
に
著
し
く
貢
献
し

た
者
」
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

髙
品
氏
は
、
昭
和
46
年
の
就
農
以
来
、

48
年
間
に
及
ぶ
営
農
活
動
の
あ
い
だ
に

露
地
野
菜
の
生
産
技
術
の
確
立
と
普
及

に
貢
献
さ
れ
、Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
の
理

事
、
銚
子
野
菜
連
合
会
の
監
事
を
歴
任

し
、
県
内
一
の
農
業
地
帯
で
あ
る
海
匝

地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

○
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
紹
介
と
勧
誘

　

当
事
務
所
で
は
、
次
世
代
の
農
業
を

担
う
就
農
直
後
の
青
年
農
業
者
を
対
象

に
、
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
目
の
基
本

研
修
で
は
、
土
壌
・
肥
料
や
病
害
虫
防

除
な
ど
の
農
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技

術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
年
目
以
降
は
、
管
内
先
進
農
家
へ

の
視
察
や
外
部
講
師
か
ら
の
講
義
等
を

通
し
て
、
よ
り
専
門
的
な
内
容
を
学
び
、

経
営
管
理
能
力
を
高
め
、
経
営
者
と
し

て
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
の
他
、

合
同
研
修
と
し
て
、
市
場
等
へ
の
視
察

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
、
セ
ミ
ナ
ー

生
同
士
の
意
見
交
換
の
場
も
設
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
の
た
め
、

マ
ス
ク
着
用
や
換
気
の
徹
底
、
参
加
者

同
士
の
距
離
の
確
保
を
行
い
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
全
36
名
が
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
生
か
ら
は

「
農
業
の
基
本
的
な
知
識
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
農
薬
散
布
の

実
習
な
ど
、
実
際
に
体
験
で
き
て
理
解

が
深
ま
っ
た
」「
他
の
経
営
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
は
、
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
、
農
業
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
や
地
域
の
青
年
農
業

者
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

令
和
２
年
産
主
食
用
米
の
需
給
緩
和

を
受
け
、
令
和
３
年
産
米
で
は
、
主
食

用
米
か
ら
飼
料
用
米
な
ど
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
へ
の
取
組
が
一
層
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
に

は
、
各
市
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
提
示

さ
れ
る
「
生
産
目
安
」
に
沿
っ
た
主
食

用
米
の
作
付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

飼
料
用
米
は
、
水
田
を
水
田
の
ま
ま

に
活
用
で
き
、
需
要
や
安
定
収
入
が
見

込
め
る
た
め
、
県
で
は
、
飼
料
用
米
の

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
用
米
の
生
産
に
対
す
る
行
政
の

助
成
は
、
国
に
よ
る
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
に
加
え
、
県
単
事
業

に
よ
る
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旭
市
や
匝
瑳
市
に
お
い
て
も

独
自
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
助
成
の
内
容
や

収
入
試
算
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
市
農
業

再
生
協
議
会
（
各
市
農

政
担
当
課
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緑白綬有功章の表彰状を
手にする髙品氏

農薬散布の実習

管内先進農家への視察

　

一
経
営
体
あ
た
り
の
水
稲
栽
培
面
積

が
拡
大
す
る
中
、
共
同
防
除
で
対
応
し

き
れ
な
い
ほ
場
を
省
力
的
に
防
除
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
・
い
も
ち
病
・

紋
枯
病
防
除
に
つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を

用
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
散
布
は
ほ
場
内
外

を
歩
く
必
要
が
無
く
、
慣
行
の
動
力
噴

霧
機
と
比
較
し
て
肉
体
的
負
担
が
少
な

く
、
一
日
あ
た
り
作
業
面
積
の
増
加
が

見
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
で

適
期
防
除
を
行
う
こ
と
で
、
病
害
虫
を

発
生
初
期
に
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
等
、
他
の

防
除
へ
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
操
縦
に
は
訓
練
と
経
験
が

必
要
で
す
が
、
飛
行
ア
シ
ス
ト
機
能
の

発
達
に
よ
り
、
均
一
な
液
剤
散
布
が
行

い
や
す
い
モ
デ
ル
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

散
布
の
際
は
、
ほ
場
周
辺
の
作
付
・

障
害
物
の
確
認
、
周
囲
の
生
産
者
・
住

民
へ
の
声
か
け
を
行
い
、
安
全
に
配
慮

し
て
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

散
布
に
係
る
法
令
・
手
続
き
で
ご
不

明
な
点
は
、
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
農
業
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の

共
有
化

　

近
年
、
施
設
園
芸
に
お
い
て
、
ハ
ウ

ス
内
の
環
境
条
件
を
制
御
し
、
植
物
の

生
育
を
改
善
す
る
こ
と
で
収
量
向
上
を

目
指
す
環
境
制
御
の
考
え
方
が
普
及
し

て
き
て
い
ま
す
。
海
匝
地
域
に
お
い
て

も
、
環
境
制
御
を
行
う
た
め
に
炭
酸
ガ

ス
施
用
機
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置

の
導
入
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

測
定
し
た
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ

を
参
考
に
し
、
植
物
の
生
育
状
況
に
合

わ
せ
た
栽
培
管
理
が
重
要
で
あ
り
、
現

地
検
討
会
等
で
優
良
な
生
産
者
の
生
育

状
況
を
見
て
学
ぶ
こ
と
で
栽
培
管
理
の

改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

相
互
の
ほ
場
間
を
行
き
来
す
る
現
地
検

討
会
の
開
催
が
出
来
ず
、
情
報
交
換
が

難
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
当
事
務
所
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー

タ
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

旭
市
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
生

産
者
を
中
心
に
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
優
良
な
生
産
者
と
自

身
の
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
条
件
の
違
い
を

比
較
す
る
こ
と
で
、
栽
培
管
理
の
改
善

に
活
か
す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま

た
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
確

認
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
、
当
事
務

所
か
ら
の
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
条
件
の
改

善
に
関
す
る
適
切
な
栽
培
管
理
指
導
に

も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
る
生
産
者
か
ら
は
、「
ほ
場
を

行
き
来
し
な
く
て
も
、
様
々
な
生
産
者

の
環
境
条
件
を
確
認
出
来
る
よ
う
に
な

り
、栽
培
管
理
の
参
考
に
な
っ
て
い
る
」

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
に
努
め
つ
つ
、
海
匝
地
域
の

施
設
園
芸
の
益
々
の
発
展
の
た
め
、
環
境

制
御
技
術
の
向
上
に
向
け
た
取
組
や
積

極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

共有化された環境モニタリングデータ
（温度、湿度、CO₂濃度等）

　

畜
産
農
家
の
１
戸
当
た
り
飼
養
頭
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら

な
る
規
模
拡
大
が
進
む
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

規
模
拡
大
に
よ
っ
て
頭
数
が
増
え
る

と
、
１
頭
１
頭
を
管
理
す
る
時
間
が
減

少
す
る
た
め
、
発
情
や
疾
病
の
兆
候
を

見
落
と
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

牛
に
直
接
装
着
し
て
使
う
「
発
情
発
見

装
置
」
が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

牛
の
首
や
足
首
に
装
着
す
る
こ
と
で
、

牛
の
行
動
を
24
時
間
監
視
で
き
ま
す
。

見
逃
し
が
ち
な
微
弱
な
発
情
兆
候
や
急

激
な
活
動
量
の
増
減
を
検
知
す
る
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
発
情
発
見
の
助
け
に
な
る
た
め
、

繁
殖
成
績
の
向
上
や
見
回
り
作
業
の
省

力
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

従
来
は
、
大
規
模
農
場
の
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
で
多
く

使
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
近
年
の
性
能
向

上
で
繋
ぎ
飼
い
牛
舎
で
の
活
用
も
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
導
入
や
活
用
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
繁
殖
成
績
改
善
の

一
手
と
し
て
導
入
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

需
要
に
応
じ
た
米
生
産
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

制
度
情
報

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

病
害
虫
防
除

発
情
発
見
装
置
の
活
用

環
境
制
御
技
術
・

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

農
業
に
つ
い
て

　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か
！

髙
品
亮
一
氏

「
大
日
本
農
会
農
業
功
労
者

緑
白
綬
有
功
章
」
及
び

「
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者

表
彰
農
林
水
産
功
労
」

を
受
賞


